
 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 都立橘高校 定時制課程  

年間授業計画 第３学年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科国語 科目 国語表現 年間授業計画 

教   科 ： 国語  科目：国語表現  単位数：  ２単位 

対象学年組 ： 第３学年 １組 

教科担当者名： （１組         ）  

使用教科書 ： （国語表現 大修館書店） 

使用教材  ： （自作プリント） 

科目 国語表現 の目標：様々な表現方法を用いて、自己の考えを他者に伝える力を養う。原稿用紙に書くこと、メールで伝えること、 

スピ―チやプレゼンテーションを行うことにより、実社会で必要な表現力を身に付ける。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

主体的・対話的で深い学びを通して、実社

会に必要な国語の知識や技能を身に付け

る。 

論理的に考える力、他者に共感する

力、想像する力を伸ばし、言葉で伝え

あう力を高める。 

現代社会における多様な話題・題材に対して興味を持ち、言

語活動を通して、主体的に学習する態度を身に付ける。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１学期 

〇「言葉と出会う」の教

材を通して、文章表現の

具体的な在り方につい

て、学習する。 

〇「伝える、伝え合う」

の教材を通して、正確な

文章表現について学習す

る。 

 

〇具体的な文章表現

について学ぶ。 

〇正確に伝達する文

章表現を学ぶ。 

【知】漢字を適切に読み書きで

きる。 

【思】自己の思考内容を適切に

文章化できる。 

【態】適切な日本語を用いて、

自己の思考を表現する。 

〇 〇 〇 ２４ 

２学期 

〇「小論文・レポート入

門」の教材を通して、社

会的な問題について文章

としてまとめる。 

〇「自己ＰＲと面接」の

教材を通して、社会生活

に必要な表現力を学習す

る。 

〇社会的な問題につい

て、自己の考え方を論理

的に表現する。 

〇自己表現力を身に付け

る。 

【知】文章表現において、漢字

を適切に使用できる。 

【思】現在の社会的な問題につ

いて、適切に文章として表現で

きる。 

【態】自己の思考内容を論理的

に表現する。 

〇 〇 〇 ２８ 

３学期 

〇「表現を楽しむ」の教

材を通して、今まで培っ

てきた国語力を用いて、

実践的な文章表現を試み

る。 

 

〇問題演習を通して、自

己の国語力の向上を図

る。 

 

【知】「表現を楽しむ」の教材

を読解し、それについて適切に

文章表現できる。 

【思】文章から読み取れる社会

的な課題について、自己の意見

を論理的に表現する。 

【態】文章読解に積極的に取り

組む。 

〇 〇 〇 １８ 

                                 配 当 合 計 時 間  ７０ 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科 地理歴史 科目 地理総合 年間授業計画 

教   科 ： 地理歴史  科目：地理総合  単位数：2単位 

対象学年組 ： 第 3学年 １組 

教科担当者名： （１組       ）  

使用教科書 ： （高校生の地理総合 帝国書院） 

使用教材  ： （自作プリント） 

科目 地理総合 の目標：世界各地の生活文化や多様性、自然環境や社会環境について学び、グローバルな視点から地球的課題をとらえ、課題解決

の方法を考える。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

近世界各地の生活文化や多様性、自然環境や社

会環境について学び、地球的課題につながる地

理的要因を理解している。 

世界各地の生活文化、自然環境や社会環境につ

いて資料からとらえ、地域の多様性について考

える。 

世界各地の生活文化や多様性、自然環境や社会環

境について学ぶことで、よりよい社会を実現しよ

うと取り組んでいる。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

〇地球上における絶対的位置と相

対的位置の表し方について理解す

る。 

〇時差が人々の生活にどのような

影響を与えているのかについて、

とらえる。 

〇目的に応じた地図や地理情報シ

ステムの利活用の方法について、

主体的に追究する。 

地図や地理情報システムと現代

社会 

〇地球上の位置と地上の現象 

〇経度の違いと時差 

〇地図の種類 

〇地理情報システムの利用 

【知】地球上における絶対的位置と相対

的位置の表し方について理解している。 

【思】時差が人々の生活にどのような影

響を与えているのかについて分析してい

る。 

【態】目的に応じた地図や地理情報シス

テムの利活用の方法について、主体的に

追究している。 

〇 〇 〇 ２４ 

２

学

期 

〇宗教が人々の暮らしに根づき、

影響を与えていることについて理

解する。 

〇経済発展がそれぞれの地域で

人々の生活をどのように変化させ

たのかについて、考える。 

〇地域統合の結果、異なる生活文

化や新たな価値観が共存する社会

を形成する重要性が高まったこと

について、課題を見いだす。 

 

生活文化の多様性と国際理解 

〇経済発展による生活文化の変

化 

〇宗教と生活文化の関わり 

〇伝統の継承と生活文化の関わ

り 

〇産業技術の発展と生活文化の

関わり 

 

【知】宗教が人々の暮らしに根づき、影

響を与えていることについて理解してい

る。 

【思】経済発展がそれぞれの地域で人々

の生活をどのように変化させたのかにつ

いて、考えている。 

【態】地域統合の結果、異なる生活文化

や新たな価値観が共存する社会を形成す

る重要性が高まったことについて、課題

を見いだしている。 

〇 〇 〇 ２８ 

 

 

 

 

 

３

学

期 

〇世界と比較した日本の自然環境

の特徴について理解する。 

 

〇東日本大震災や阪神・淡路大震

災による被害に着目しながら、地

震によってどのような被害が生じ

るのかについてとらえる。 

〇人々の生活のなかにみられる地

震・津波や火山活動への取り組み

や対策について、主体的に追究

し、課題を見いだす。 

自然環境と防災 

〇日本の自然環境 

〇災害と防災 

〇気象災害と防災 

 

【知】世界と比較した日本の自然環境の

特徴について理解している。 

【思】東日本大震災や阪神・淡路大震災

による被害に着目しながら、地震によっ

てどのような被害が生じるのかについて

分析する。 

【態】人々の生活のなかにみられる地

震・津波や火山活動への取り組みや対策

について、主体的に追究し、課題を見い

だしている。 

〇 〇 〇 １８ 

 

   

                                 配 当 合 計 時 間  ７０ 

 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科 地理歴史 科目 歴史総合 年間授業計画 

教   科 ： 地理歴史  科目：歴史総合  単位数：2単位 

対象学年組 ： 第 3学年 １組 

教科担当者名： （１組       ）  

使用教科書 ： （わたしたちの歴史 日本から世界へ 改訂版 山川出版） 

使用教材  ： （自作プリント） 

科目 歴史総合 の目標：近代・現代の世界の変化と日本の関わりについて学び、現在の世界が抱える課題を解決しようとする力を身につける。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象についてと

らえ、現代の諸課題につながる近現代の歴史を

理解している。 

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や特色

などを、現代にどのようにつながるか考えてい

る。 

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について学ぶ

ことで、よりよい社会を実現しようと取り組んで

いる。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

〇イギリスの産業革命が起きた経

緯や発明された道具の進歩につい

て理解する。 

〇欧米諸国の植民地拡大がアジア

や日本の開国につながったことを

とらえる。 

〇各国の近代化ついて学び、帝国

主義の流れがどのように世界大戦

につながるか考える。 

近代化と私たち 

〇産業革命 

〇日本の開国と国際情勢 

〇市民革命と国民統合 

〇帝国主義 

【知】産業革命前と後で、ものづくりが

どのように変化したか、またそれが社会

に与えた影響を理解している。 

【思】東南アジア諸国や中国が植民地化

されていく流れを日本の近代化と比較し

て違いを考えている。 

【態】第一次世界大戦の対立を分析し、

現代の紛争や対立の解決方法を考えよう

としている。 

〇 〇 〇 ２４ 

２

学

期 

〇第一次世界大戦のきっかけとな

る事件と世界情勢を理解する。 

〇第一次世界大戦の特徴とその影

響を資料からとらえる。 

〇第一次世界大戦後の国際連盟の

成立の経緯を理解する。 

〇世界恐慌からファシズムの台頭

や第二次世界大戦を引き起こして

いく要因とその問題について考え

る。 

 

国際秩序の変化 

〇第一次世界大戦 

〇ロシア革命とその影響 

〇国際協調体制 

〇世界恐慌 

〇第二次世界大戦 

【知】第二次世界大戦につながる対立構

造や国際連盟が抱えていた課題について

理解している。 

【思】独裁主義的な政治体制の問題点や

第二次世界大戦を引き起こす要因につい

て自分の考えをまとめている。 

【態】世界恐慌への各国の対策など、現

代の経済の課題と結び付け、解決に導く

方法を意欲的に追及している。 

〇 〇 〇 ２８ 

 

 

 

 

 

３

学

期 

〇戦争の終結の経緯についてとら

え、原爆投下と日本の敗戦の経過

について理解する。 

 

〇太平洋戦争が勃発する流れをと

らえる。 

〇第二次世界大戦後の国際秩序の

成立と現在につながる課題につい

て考える。 

国際秩序の変化 

〇第二次世界大戦と日本 

〇第二次世界大戦の終結 

〇戦後国際秩序 

〇冷戦の始まり 

【知】太平洋戦争を引き起こした要因や

日本に原爆が投下された経緯を理解して

いる。 

【思】国際連合の成立と世界の安全保障

体制の課題について、自分の考えをまと

めようとしている。 

【態】戦時下の人々の暮らしや生き方に

ついて自分の生活と比較して考えようと

している。 

〇 〇 〇 １８ 

 

   

                                 配 当 合 計 時 間  ７０ 

 

 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科理科 科目物理基礎 年間授業計画 

教   科 ： 理科  科目：物理基礎  単位数:  ２単位 

対象学年組 ： 第３学年 １組 

教科担当者    （１組          ） 

使用教科書 ： （ 改訂 新編物理基礎 東京書籍  ）   

使用教材  ： 自作プリント 

科目 物理基礎の目標：物体の運動・エネルギー・波動・電気について理解すると共に，観察，実験などを行い，科学的に探究する 

力を養う 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

基本的な物理量の意味と測定方法，観察，

実験などに関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身に付けている。 

物理的な問題を科学的に考察し、導き出し

た考えを的確に表現している。仮説をたて

て観察，実験などを行い、結果について科

学的に考察し表現している。 

各単元における物理現象に対して、主体的に

取組む姿勢があり、疑問をもって積極的に観

察・実験を行おうとして、科学的に探究しよ

うとしている。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

１章 直線運動の世界 

【知】運動の表し方を理解す

る。物理量の測定と扱い方，直

線運動の加速度について理解

する。 

【思】運動を変える原因は何か

を理解する。 

【知】物体に働く力の図示を正

確に表現できる。 

【学】各単元において観察，

実験などに関する技能を身に

付け，科学的に考察し表現す

る態度を養う。 

・速さ 

・速度 

・等速直線運動 

・合成速度と相対速度 

・等加速度運動 

・自由落下 

・鉛直投射 

・力とは 

・力の合成と分解 

・作用反作用の法則 

・慣性の法則 

・運動の法則 

【知】運動の表し方や，物理量の測定と扱

い方，直線運動の加速度について理解して

いる。 

【思】運動を変える原因が力であることを

知り、加速度運動をもたらすことを理解し

ている。 

【知】物体に働く力の図示を正確に表現で

き、力は単独では存在しないことも理解し

ている。 

【学】各単元においての発問・ワークシー

ト・実験に積極的に取組む態度や問題や結

果について自力で考える力、友人と話し合

って解決する姿勢がある。 

【知】【思】小テストや考査点も考慮す

る。 

〇 〇 〇 

２４ 

２

学

期 

２章 力学的エネルギー 

【知】物理における仕事、仕

事の原理を理解する。 

【思】運動の過程で力学的エ

ネルギーの保存について理解

する。 

２編  １章 熱 

【知】熱と温度，熱量につい

て理解する。 

【思】比熱について理解して

いる。 

    ２章 波 

【知】波の性質，音と振動に

ついて理解する 

【学】各単元において問題を

見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，科学的

に考察し表現する態度を養

う。 

・仕事とエネルギー 

・仕事率 

・力学的エネルギー保存 

 

 

・熱と温度 

・物質の三態 

・熱効率と不可逆変化 

 

・波の伝わり方と重ね合

わせ 

・定在波 

・音の伝わり方 

・固有振動 

 

 

【知】仕事とエネルギーの関係，仕事の原

理について理解している。 

【思】力学的エネルギー保存の法則を用い

て、運動の状態を考えることができる。 

【知】熱と温度の違いがわかり、熱がエネ

ルギーであることを理解している。 

【思】物質の種類によって温度変化に必要

な熱量が異なるか考察し，表現できる。 

【知】波は振動であることを理解し，波源

や媒質について理解している。音の 3要

素，空気中での音の速さについて理解して

いる。 

【学】力学的エネルギー保存・熱量・波の

実験にきちんと取組み、結果を科学的に分

析，考察して深く考えようとしている。 

【知】【思】小テストや考査点も考慮す

る。 

〇 〇 〇 

２９ 

３

学

期 

１章 電気 

【知】静電気の性質、電流と電

圧の考え方を理解している。 

【思】物体の帯電のしくみを理

解している。 

【学】各単元において問題を

見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，科学的

に考察し表現する態度を養

う。 

・静電気の性質 

・静電気から動電気へ 

・電流と電気抵抗 

・電流が作る磁場 

【知】静電気の性質、オームの法則につい

て理解している。 

【思】目に見えない電子の動きを説明でき

る。オームの法則を説明できる。 

【学】静電気の性質、電流回路の実験にき

ちんと取組み、結果を科学的に分析，考察

して深く考えようとしている。 

【知】【思】小テストや考査点も考慮す

る。 

〇 〇 〇 

１７ 

                                 配 当 合 計 時 間  ７０    

備考：３学期の指導項目は、生徒の理解しやすいところに重点をおいた時間配分を行う。 

） 

 ） 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科 保健体育 科目 体育 年間授業計画 

教   科 ： 保健体育  科目：体育  単位数：  ２単位 

対象学年組 ： 第３学年 １組 

教科担当者名： （１組      ・       ） 

使用教科書 ： （現代高等保健体育 大修館書店 ） 

使用教材  ： （体育器具           ） 

科目 体育 の目標：生涯にわたって心身の健康の保持増進を目指し、豊かなスポーツライフを送れる資質と能力を養う。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・運動の合理的、計画的な実践を通して、運動

の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって運動

を継続できるようにするため、運動の多様性や

体力の必要性について理解しているとともに、

それらの技能を身につけている。 

・生涯にわたって運動を豊かに継続するための

課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて

思考し判断するとともに、自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えている。 

・生涯にわたって継続して運動に親しむため、運

動における競争や協働の経験を通して、公正に取

り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、

参画する、一人一人の違いを大切にするととも

に、健康・安全を確保している。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

・柔軟運動、体幹トレーニングを

行い、柔軟性向上・体幹を強化す

る（体つくり運動）。 

・自分のペアや相手のペアの特徴

に応じた作戦をたて、勝敗を競う

楽しさや喜びを味わい、各種スト

ローク、サーブなどの安定したボ

ールの操作や、ダブルスにおける

パートナーとの連携した動きを高

めて、ゲームを展開できるように

する（卓球）。 

・体つくり運動 

 

・卓球 

 

・体力テスト測定 

【知】自己の狙いに応じ効果的な成果を

得るための適切な運動の行い方があるこ

とについて、言ったり書いたりしてい

る。 

・自分のペアや相手のペアの特徴に応じ

た作戦をたてることができる（卓球）。 

【思】体力の程度や性別等の違いを超え

て、仲間とともに運動を楽しむための調

整の仕方を見つけている。 

 

【態】危険の予測をしながら、回避行動

をとるなど、健康・安全を確保してい

る。 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

１ 

 

１９ 

 

６ 

２

学

期 

・卓球は上記と同様。 

・自チームや相手チームの特徴に

応じた作戦を立て、勝敗を競う楽

しさや喜びを味わい、状況に応じ

たパスやトス、アタックなどのボ

ール操作と攻守などのチームメイ

トと連携した動きを高め、ゲーム

を展開できるようにする（バレー

ボール）。 

・状況に応じたパスやシュートな

どのボール操作と攻守などのチー

ムメイトと連携した動きを高め、

ゲームを展開できるようにする

（フットサル）。 

 

・卓球 シングルス及びダブル

ス 

 

・バレーボール 

 

・フットサル 

【知】自己の狙いに応じ効果的な成果を

得るための適切な運動の行い方があるこ

とについて、言ったり書いたりしてい

る。 

・状況に応じたパスやシュートなどのボ

ール操作と攻守など、チームメイトと連

携した動きをすることができる（フット

サル）。 

【思】体力の程度や性別等の違いを超え

て、仲間とともに運動を楽しむための調

整の仕方を見つけている。 

 

【態】危険の予測をしながら、回避行動

をとるなど、健康・安全を確保してい

る。 

 

 

 

 

 

 〇 

 

 

 

 

 

 〇 

 

 

 

 

 

 〇 

６ 

 

１２ 

 

 

１２ 

３

学

期 

・運動やスポーツの意義や効果と

学び方や安全な行い方について、

理解することができるようにする

（体育理論）。 

・体を動かす楽しさや心地よさを

味わい、健康の保持増進や体力の

向上を図る（体つくり運動）。 

・体育理論 

 

・体つくり運動 

【知】体力の構成要素は、健康に生活す

るための体力と運動を行うための体力に

密接に関係していることについて、言っ

たり書きだしたりしている。 

・健康の保持増進や体力の向上を図る運

動を無理なく行うことができる（体つく

り運動）。 

【思】体力の程度や性別等の違いを超え

て、仲間とともに体つくり運動を楽しむ

ための調整の仕方を身につけている。 

 

【態】体つくり運動の学習に主体的に取

り組もうとしている。 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

７ 

 

７ 

                                 配 当 合 計 時 間   ７０ 

 

 



橘高等学校定時制 令和 8度 教科芸術 科目美術Ⅰ 年間授業計画 

教   科 ： 芸術  科目：美術Ⅰ  単位数：  ２単位 

対象学年組 ： 第３学年 1組 

教科担当者名： （１組         ）  

使用教科書 ： （美術１ 光村図書出版          ） 

使用教材  ： （描画材料一式              ） 

科目 美術Ⅰの目標：美術の幅広い創造活動を通して美的体験を豊かにし、美術を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、創造的な表現と鑑

賞の能力を伸ばし、美術文化についての理解を深める。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

美術に関する幅広く多様な内容について理解を

深めるとともに、意図に応じて表現方法を工夫

し、表すことができる。 

美術の幅広い表現活動を通して発想や構想に関

する資質と能力を身に付けるとともに、鑑賞に

関する思考力、判断力を身に付ける。 

美術の幅広い内容について興味、関心を持ち、主体

的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組むことができ

る。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

・美術の内容について理解し、テ

ーマ別に作品の鑑賞を通して作者

の心情や作品の多様な表現につい

て関心を持つことができる。 

・鉛筆デッサンの用具や表現方法

を理解し、一連の制作活動を通し

て鉛筆デッサンの基本的な表現方

法を身に付ける。 

・色の性質及び色の効果について

理解し、アクリル絵具特性を生か

した混色方法と着彩方法を身に付

ける。 

・教科書の内容と鑑賞 

・鉛筆で描く 

 グラデーション 

 基本形態 

 自分の手 

 人物クロッキー 

・色の三属性、色の対比と同化 

 色の混色、色の効果 

 混色演習 

【知】美術の各単元の内容について理解

を深めるとともに意図に応じて表現方法

を工夫し、あらわすことができる。 

【思】美術の内容やデッサンの基本及び

色の特徴について考察しようとしてい

る。 

・デッサン、色彩の制作に関する手順や

表現方法、表現効果を考察し工夫しよう

としている。 

【学】美術の表現活動や鑑賞に興味関心

を持ち主体的に表現の創造活動に取り組

もうとしている。 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

２４ 

２

学

期 

・暮らしの中で見られる文様のデ

ザインに興味を持ち、リピテーシ

ョンの手法を工夫して独創的な文

様のデザインを制作することがで

きる。 

・自己をあらわした作品を鑑賞

し、主題をもとに作品形態や表現

方法などの構想を練り、創造的な

表現をあらわすことができる。 

・文様のデザイン 

世界の地域の文様のデザインリピ 

テーションの構成手法について幾 

何学文様の画面構成、配色技法と 

配色計画、混色方法と着彩 

・自己をあらわす 

自分自身を見つめて主題を探す。 

表現方法と表現材料を検討する。 

【知】美術の各単元の内容について理解

を深めるとともに意図に応じて表現方法

を工夫し、あらわすことができる。 

【思】文様のデザイン及び自己をあらわ

す表現活動に関心を持ち、それらの表現

方法や表現効果を考察し、工夫しようと

している。 

【学】美術の表現活動や鑑賞に興味・関

心を持ち、主体的に表現の想像活動に取

り組もうとしている。 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

２８ 

３

学

期 

・相手にメッセージを伝えるため

のポスター作例を鑑賞し、社会や

身近にあるニュースや問題に目を

向けて、人々に伝えるポスターを

計画的にデザインすることができ

る。 

・メッセージを伝える 

公共ポスター制作 

 テーマと主題の生成 

 主題について調査 

 コピーと図柄のアイデアスケ 

ッチ 

 レイアウトと配色計画 

本制作 

【知】ポスターデザインについて理解を

深めるとともに、意図に応じて表現方法

を工夫し計画的にあらわすことができ

る。 

【思】ポスターデザインの表現活動に関

心を持ち、効果的な表現方法や表現効果

について考え、想像的な表現の構想を練

っている。 

【学】ポスターデザインのねらいや表現

形態に興味・関心を持ち、主体的に表現

の想像活動に取り組もうとしている。 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

                                 配 当 合 計 時 間  ７０ 

 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科芸術 科目書道Ⅰ 年間授業計画 

教   科 ： 芸術  科目：書道Ⅰ  単位数：  ２単位 

対象学年組 ： 第３学年 1組 

教科担当者名： （１組：         ）  

使用教科書 ： （書Ⅰ 光村図書出版          ） 

使用教材  ： （書道用具一式             ） 

科目 書道Ⅰ の目標：芸術に親しむ心を養い感性を豊かにし、書の良さや美しさを感じ取り、情操を豊かにする。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

感性を豊かにし、書を愛好し書の良さや美しさ

を感じ取り創造的な表現を工夫し、書写能力を

高め、意欲的・主体的に表現や鑑賞の活動を行

い、その喜びを味わおうとする。 

書の効用や表現を幅広く理解し、自己を主体的

に表現するために、基本的な技能を身に付けて

いく。 

書が生活の中で果たしている役割、書の文化や伝統

を幅広く理解し、実用的な表現や芸術的な表現の基

本的な技能を身に付けていく。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

・用筆・運筆から生み出される書

の表現性とその表現効果との関り

について理解している。 

 

 

 

 

・書を構成する要素についてそれ

らの祖語の関連がもたらす働きと

関わらせて理解している。 

硬筆『学校』 

筆順テスト 

自分の名前      

 

 

 

 

楷書体基本用筆     

『三川』『人口』『元水』『日月』 

硬筆 

文部科学省 3級検定過去問題 

【知】漢字に興味を持ち、その成り立ち、筆

順・部首・部首名の知識を身に付けている。 

【思】漢字の象形を考え、意味・内容を考え

ている。 

【学】漢字の成り立ちに興味を持ち、自分の

名前の成り立ちを主体的に調べ、意味を理解

していく。 

 

【知】表現技法の基礎・基本を身に付け、書

写能力の向上に努めている。 

【思】自らの感性や自発的な意図に基づい

て、字形・全体の構成の工夫に取り組んでい

る。 

【学】漢字の書の意欲的な表現活動を通し

て、意図的・主体的に表現の構成から完成に

至るまでの充実感や喜びを味わっている。 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

２５ 

２

学

期 

・書体や書風と用筆との関りにつ

いて理解している。 

 

 

 

 

 

 

・古典に基づく基本的な用筆・運

筆の技能を身に付けている。 

臨書 

孔子廟堂碑 

九成宮醴泉名 

雁塔聖教序 

 

 

 

 

臨書 

顔氏家廟碑 

牛橛造像記 

鄭義下碑 

硬筆 

文部科学省 3級検定過去問題 

【知】漢字の書の美に対する感性を養い、意

図に基づく表現の構成を工夫している。 

【思】漢字の書の構築的な構造や変化と統一

などを理解し、字形・全体の構成を工夫して

いる。 

【学】自己の表現のねらいを達成する為に、

古典の持つ伝統的な美を感受し表現方法を工

夫している。 

 

【知】基本的な点画や線質の表し方と、用

筆・運筆の関係を把握している。 

【思】漢字の書の構築的な構造や変化と統一

などを理解し、字形・全体の構成を工夫して

いる。 

【学】自己の表現のねらいを達成する為に、

古典の持つ伝統的な美を感受し表現方法を工

夫している。 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

２５ 

３

学

期 

・用筆・運筆から生み出される書

の表現性とその表現効果との関り

について理解している。 

 

 

 

 

 

・基本的な技能を身に付け表現し

ている。 

仮名・いろは歌 

いろは歌前半・後半・全体 

 

 

 

 

 

 

作品集制作・返却 

一年を通しての感想 

【知】仮名の書に対する感性を養い、意図に

基づいて字形や線質を工夫している。 

【思】古典の学習により、仮名の表現の基本

的な用筆・運筆の技法を身に付け、表現を工

夫している。 

【学】名筆を通して、単語・連綿等全体の構

成など、日本の伝統的な書の美を感受してい

る。 

 

【知】書が生活の中で果たしている役割を理

解し、書を社会生活の中で生かそうとしてい

る。 

【思】書に対する関心を持ち、美しいと感じ

たり、楽しいと思えるような書の発見に心が

けている。 

【学】書の美に対する第一印象を大切にし、

自分の感じ方や好みを発表することえを身に

付けている。 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

２０ 

                                 配 当 合 計 時 間  ７０ 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科 産業 科目 課題研究 年間授業計画 

教   科 ： 産業  科目：課題研究  単位数：  ３単位 

対象学年組 ： 第３学年１組 

教科担当者名： （１組       ・        ） 

使用教科書 ： （ なし、補助プリント使用 ） 

使用教材  ： （ 皮革工芸用機器、陶芸用機器、ガスバーナーなど各工芸用機器 ） 

目   標 ： 産業技術基礎で学んだ皮革工芸・陶芸・ガラス工芸の基礎技術の上に、工夫を凝らし新たな作品を創作させる。 

伝統工芸について興味・関心を持たせ、刃物や高温のガスバーナーを扱うので、安全な作業を身に付けさせる。 

産業科の科目として販売（文化祭などで）を視野に入れ作品作りを行う。 

 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

各作業の準備、片付けや基本的な知識・技術の習

得をするとともに、各種操作方法等の理解を深

め、最後まで諦めずに作品を製作できる力を身に

付ける。 

 

各作業の作品製作にともなう説明を的確に把

握し、考察を深めるとともに、産業技術基礎

に関する知識と技術を活用しながら表現する

力を身に付けている。 

 

各作業で作品製作に興味・関心を持ち、産業技術

基礎の意義や役割の理解および諸問題の解決を目

指して主体的に学習に取り組もうとしている。 

指
導
内
容 

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

皮
革
・
陶
芸 

 

皮革工芸 

【知】皮革工芸などの基本的知

識を深める。 

【思】加工に慣れる。 

【学】安全な加工作業について

理解を深める。 

(総合制作) 

・機器の準備、片付け 

・安全基本作業 

・加工方法等 

・デザイン 

・販売できる製品制作 

【知】作業に対して発言やノートをと

り、理解を深めようとしている。 

【思】手順通りに製作しようとしてい

る。またはより良い方法を考察しようと

している。 

【学】興味・関心を持ち、他者を理解

し、協働して取り組もうとしている。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

５２or 

５３ 

ガ
ラ
ス
工
芸 

ガラス工芸 

【知】ガラスの基本知識を習得

する。 

【思】安全な基礎作業を習得す

る。 

【学】丁寧な作業で作品を製作

し、準備・片付けなどを協力し

て行う。 

（ガラス工芸） 

・道具の準備、片付け 

・安全基本作業 

・器具の取り扱い 

・作品の保温 

・新たなデザイン 

・販売できる製品制作 

【知】作業に対して発言やノートをと

り、理解を深めようとしている。 

【思】手順通りに製作しようとしてい

る。またはより良い方法を考察しようと

している。 

【学】興味・関心を持ち、他者を理解

し、協働して取り組もうとしている。 

〇 

 

〇 

 

〇 

 

５２or 

  ５３ 

                                 配 当 合 計 時 間  １０５ 

生徒を 2班に分け、前後半で希望する実習を行う。 

 

 



橘高等学校定時制 令和０８年度 教科 産業 科目 産業実習 年間授業計画 

教   科 ： 産業  科目：産業実習  単位数：  2単位 

対象学年組 ： 第 3学年１組 

教科担当者名： （１組          ） 

使用教科書 ： （ なし、補助プリント使用  ） 

使用教材  ： （ なし                       ） 

目   標 ： 作業について興味・関心を持ち、発言や手順を考え、他者と協働して取り組めること。 

産業科の科目として販売を視野に入れ作品作りを行う。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

各作業の準備、片付けや基本的な知識・技術の

習得をするとともに、各種操作方法等の理解を

深め、最後まで諦めずに作品を製作できる力を

身に付ける。 

 

各作業の作品製作にともなう説明を的確に把握

し、考察を深めるとともに、産業技術基礎に関

する知識と技術を活用しながら表現する力を身

に付けている。 

 

各作業で作品製作に興味・関心を持ち、産業技術

基礎の意義や役割の理解および諸問題の解決を目

指して主体的に学習に取り組もうとしている。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

デザイン基礎 グラフィックデザインの基本ア

プリケーションソフト基礎 

・ソフトの使い方、使い分け 

基本アプリケーションソフトの基礎的な

操作が分かる。 

【知】作業に対して発言やノートをと

り、理解を深めようとしている。 

【思】手順通りに製作しようとしてい

る。またはより良い方法を考察しようと

している。 

【学】興味・関心を持ち、他者を理解

し、協働して取り組もうとしている。 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

２５ 

２

学

期 

デザイン応用 グラフィックデザインの基本ア

プリケーションソフトを用いて

作品制作 

基本アプリケーションソフトを用いてオ

リジナル作品の制作ができる。 

【知】作業に対して発言やノートをと

り、理解を深めようとしている。 

【思】手順通りに製作しようとしてい

る。またはより良い方法を考察しようと

している。 

【学】興味・関心を持ち、他者を理解

し、協働して取り組もうとしている。 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

２５ 

３

学

期 

デザイン応用 グラフィックデザインの基本技

術を用いて作品制作 

サンドブラスターやレーザー加工機など

を用いて作品制作ができる。 

【知】作業に対して発言やノートをと

り、理解を深めようとしている。 

【思】手順通りに製作しようとしてい

る。またはより良い方法を考察しようと

している。 

【学】興味・関心を持ち、他者を理解

し、協働して取り組もうとしている。 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

２０ 

                                 配 当 合 計 時 間  
７０   



橘高等学校定時制 令和８年度 教科産業 科目情報基礎 年間授業計画 

教   科 ： 産業  科目：情報基礎  単位数： 2単位 

対象学年組 ： 第 3学年 １組 

教科担当者名： （１組         ） 

使用教科書 ： （なし          ） 

使用教材  ： （補助プリント使用    ） 

目   標 ： ＰＣ操作について興味・関心を持ち、発言や手順を考え、他者と協働して取り組めること。  

        情報処理技能検定合格レベルを目指す。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

PCの基本操作を理解し、正確なタイピング

を身に付ける。 

各種検定試験の過去問題を反復練習し、合格

できる力を身に付ける。 

 

各検定試験の過去問題について解答方法を

理解し、規定時間内に正確に打ち込む力を

身に付ける。 

各検定試験の過去問題に対して、正確に解答し主体的

に反復練習するとともに上級の問題に取り組む前向き

な姿勢を身に付ける。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１ 

学 

期 

PCの基本操作を理解する。 

 

検定の合格レベルを目指し練習

する。 

① タイピング練習 

 

② 情報処理技能検定 

日本語ワープロ 

４級～３級程度 

【知】基礎的な知識を身に付け、PC

操作やタイピングを学ぶことの必要

性や重要性について理解している。 

【思】日本語ワープロ検定の解答方

法の一巡の流れについて理解してい

る。 

【態】資格取得の必要性や重要性を

理解し、検定の演習に主体的かつ協

働的に取り組もうとしている。 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

２５ 

２ 

学 

期 

PCの基本操作を理解する。 

 

検定の合格レベルを目指し練習

する。 

① タイピング練習 

 

② 情報処理技能検定 

文書デザイン 

４～３級程度 

 

【知】基礎的な知識を身に付け、PC

操作やタイピングを学ぶことの必要

性や重要性について理解している。 

【思】文書デザイン検定の解答方法

の一巡の流れについて理解してい

る。 

【態】資格取得の必要性や重要性を

理解し、検定の演習に主体的かつ協

働的に取り組もうとしている。 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

２５ 

３

学

期 

PCの基本操作を理解する。 

 

検定の合格レベルを目指し練習

する。 

① タイピング練習 

 

② 情報処理技能検定 

プレゼンテーション 

４級～3級程度 

【知】基礎的な知識を身に付け、PC

操作やタイピングを学ぶことの必要

性や重要性について理解している。 

【思】プレゼンテーション検定の解

答方法の一巡の流れについて理解し

ている。 

【態】資格取得の必要性や重要性を

理解し、検定の演習に主体的かつ協

働的に取り組もうとしている。 

〇 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

２０ 

                                 配 当 合 計 時 間  ７０ 
  

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科産業 科目課題研究 年間授業計画 

教   科 ： 産業  科目：課題研究 単位数：３単位 

対象学年組 ： 第３学年 １組 

教科担当者名： （ １組        ）  

使用教科書 ： （ なし  ） 

使用教材  ： （ 自己作成プリント  ） 

科目 課題研究 の目標：自ら課題を見つけ出して探求し、経済の仕組みの理解や自らの進路活動につながる資格取得等を目指す。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

簿記会計や原価計算等の基礎知識や基本的な技

能を身に付けている。自ら課題を探求し、解決

する能力を備える。 

 

基礎知識を活用しながら応用する力を身に付け

ている。 

主体的に学習に取り組もうとしている。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

全経簿記能力検定 2級原価計算や

日商簿記検定 3級などの資格取得 

全経簿記能力検定 2級原価計算

や日商簿記検定 3級などの資格

取得に向けた答案練習等 

【知】簿記会計や原価計算等の基礎知識

や基本的な技能を身に付けている。 

 

【思】各種検定試験の問題について内容

を理解し、適切に処理することができ

る。 

 

【態】自ら進んで問題に取り組もうとし

ている。 

 

〇 〇 〇 ６ 

 

１８ 

 

１６ 

２

学

期 

全経簿記能力検定 2級原価計算や

日商簿記検定 3級などの資格取得 

全経簿記能力検定 2級原価計算

や日商簿記検定 3級などの資格

取得に向けた答案練習等 

【知】簿記会計や原価計算等の基礎知識

や基本的な技能を身に付けている。 

 

【思】各種検定試験の問題について内容

を理解し、適切に処理することができ

る。 

 

【態】自ら進んで問題に取り組もうとし

ている。 

〇 〇 〇 １８ 

 

  

 

２４ 

３

学

期 

自ら進路を開拓する力 進路に向けた簿記会計等の知識

の活用や、経済の仕組み等の理

解を深める。 

【知】自ら進路を開拓する力を身に付け

ている。 

 

【思】自分自身をよく理解し、目標の進

路に向けて何が必要であるかを理解して

いる。 

 

【態】簿記会計等の知識を自分自身の進

路に役立てるように取り組んでいる。 

〇 〇 〇 １１ 

 

１２ 

                                 配 当 合 計 時 間  １０５ 

 

 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科産業 科目情報演習（３年） 年間授業計画 

教   科 ： 産業  科目：情報演習（３年）  単位数：  ２単位 

対象学年組 ： 第３学年 １組 

教科担当者名： （１組         ）  

使用教科書 ： （ なし    ）  

使用教材  ： （ 自作プリント等 ）  

科目 情報演習 の目標：産業科として、多様なビジネスシーンに役立つ情報の収集、処理、分析、表現と活用について考え、理解させる。 

            また、具体的にアプリケーションソフトやプログラミング言語などを使いそれらを実務的に行う技術や力を養う。 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・ビジネスシーンに応じた情報の収集、処理、

分析、表現を行うことができる知識や技術を身

につけさせる。 

 

・ビジネスに関する情報を論理的に考えさせる 

・収集した情報を必要に応じて活用し、的確に

判断して表現できるようにする。 

・主体的に学習に取り組むことができるようにす

る。 

・他者の意見をよく聞くことができるようにす

る。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

 情報の収集とデータベース化や

分析の意義や種類について理解す

る。 

 課題に則して情報を収集し、そ

れらをもとに適確な資料を作成し

たり、プレゼンテーションしたり

する力を身につける。 

・指導項目 

課題に則した情報の収集と表現 

・教材 

自作プリント 

 プレゼンテーションソフト

（POWERPOINT） 

 表計算ソフト（EXCEL） 

・一人 1台端末の活用 

（Teams Formsなど） 

【知】・プレゼンテーションの意義や基礎について理解

しソフトウェアを利用できている。情報の収集と分析の

意義、種類について理解している。・データとデータベ

ースの基礎知識を理解している。・ 表計算ソフトウェ

アの基本的な使い方ができる 

【思】・場面に応じたプレゼンテーションソフトでの作

成ができる。・場面に応じたプレゼンテーションソフト

ウェアでの表現ができる・基本的な関数の利用やグラフ

作成ができている。 

【態】・場面に応じて、積極的に考えることができる。・

自分の意見を他者に的確に伝えようとしている。・他者

の意見や発表をよく聞こうとしている。・課題に対して

具体的に考え、理解しようと取り組んでいる。・場面に

対して、関心を持ち積極的に取り組んでいる。・協働的

な学習を通じ、課題を解決しようと取り組んでいる。 

〇 〇 〇 ８ 

 

 

１６ 

２

学

期 

 企業活動と情報処理について理

解し、情報モラルや法規、個人情

報や知的財産の保護についても理

解する。 

 課題に則して情報を収集し、そ

れらをもとに更に適確な資料を作

成することによりビジネスシーン

に役立てる力をつける。 

・指導項目 

企業活動の現状と関連するモラル

や法規 

・教材 

自作プリント ネット教材（関連

するサイトや公開されている検定

過去問題など） 

 表計算ソフト（EXCEL） 

・一人 1台端末の活用 

（Teams Formsなど） 

【知】・情報の意義と役割について理解している。・情報

社会とモラル、法規について理解している。・個人情報

や知的財産の保護について理解している。・表計算ソフ

トウェアの応用的な使い方ができる。 

【思】・情報社会と法規について、身近な問題を具体的

に考え、判断することができる。応用的な関数や応用的

なグラフ作成について理解し利用できている。・演習問

題を解き、意味や要点を適確にとらえ、体系的に思考し

解答することができる。 

・個人情報や知的財産の保護について具体例により考

え、判断することができる。 

【態】課題に対して具体的に考え、理解しようと積極的

に取り組もうとしている。・協働的な学習を通じ、課題

を解決しようと取り組んでいる。 

〇 〇 〇 １２ 

 

 

１６ 

３

学

期 

 アルゴリズムとプログラミング

について基礎知識を理解する。 

・指導項目 

プログラミングと表現 

・教材 

自作プリント 

 （JavaScript microbitな

ど） 

【知】アルゴリズムとプログラミングについて基礎知識

を理解している 

【思】基本的なプログラミング言語について理解し利用

できている。 

【態】基本的なプログラミング言語について理解しよう

としている。 

〇 〇 〇 １８ 

                                 配 当 合 計 時 間  
７０ 

 



橘高等学校定時制 令和８年度 教科産業 科目ビジネス経営 年間授業計画 

教    科： 産業  科目：ビジネス経営 単位数：２単位 

対象学年組： 第３学年 １組 

教科担当者名： （１組        ） 

使用教科書： （なし        ） 

使 用 教 材： 反復式原価計算問題集 全商１級原価計算（実教出版）、自己作成プリント 

目 標： 商業の見方・考え方を働かせ、実践的な学習活動をおこなうことなどを通して、工業簿記や原価計算の作成に必要な資質・能力を 

育成する。 

 

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】 

・工業簿記、原価計算について理解するととも

に、関連する技術を身に付けている。 

・工業簿記、原価計算について、知識を活用し

ながら理解する力を身に付けている。 

・主体的に学習に取り組もうとしている。 

 単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態 配当時数 

１

学

期 

工業簿記の基本的な考え方を理解

し、その仕組みや意味などの基礎

知識を身に付ける。 

個別原価計算に関する基礎的な知

識や、一連の流れについて理解す

る。 

工業簿記の必要性について理解

させる。 

費目別計算を適切に処理できる

ようにする。 

個別原価計算の仕組みを理解

し、原価計算表を作成できるよ

うにする。 

【知】工業簿記の基礎的な知識を身に付

けている。 

【思】一連の個別原価計算の基本的な流

れを理解し、適切に原価計算表を作成で

きる。 

【態】工業簿記の一連の手続きに関心を

持ち、自ら進んで問題に取り組もうとし

ている。 

〇 〇 〇 ６ 

 

１８ 

 

１６ 

２

学

期 

部門別個別原価計算に関する基礎

的な知識や、一連の流れについて

理解する。 

 

総合原価計算に関する基礎的な知

識や、一連の流れについて理解す

る。 

部門別個別原価計算の仕組みを

理解し、原価計算表を作成でき

るようにする。 

 

総合原価計算の仕組みを理解

し、単純・等級別・組別・工程

別総合原価計算表を作成できる

ようにする。 

 

【知】工業簿記の基礎的な知識を身に付

けている。 

【思】一連の部門別個別原価計算や総合

原価計算の基本的な流れを理解し、適切

に原価計算表等を作成できる。 

 

【態】工業簿記の一連の手続きに関心を

持ち、自ら進んで問題に取り組もうとし

ている。 

〇 〇 〇 １８ 

 

  

 

２４ 

３

学

期 

標準原価計算について概要や要点

を理解する。 

 

直接原価計算について概要や要点

を理解する。 

標準原価計算について内容を理

解し、提示された問題につい

て、適切に差異分析をすること

ができるようにする。 

直接原価計算について内容を理

解し、提示された問題につい

て、適切に直接原価計算による

損益計算書を作成したり、ＣＶ

Ｐ分析をしたりすることができ

るようにする。 

【知】標準原価計算や直接原価計算の基

礎的な知識を身に付けている。 

 

【思】標準原価計算や直接原価計算につ

いてそれぞれ適切に分析をしたり、損益

計算書等を作成したりすることができ

る。 

 

【態】標準原価計算や直接原価計算に関

心を持ち、自ら進んで問題に取り組もう

としている。 

〇 〇 〇 １１ 

 

１２ 

                                 配 当 合 計 時 間  １０５ 

 


